



























































































































































































































































































































































































（5）  日本私立大学協会発行，教育学術新聞，教育学術オンライン，第 2352 号，https://www.shidaikyo.or.jp/
newspaper/online/2352/7_1.htmlを参照。
（6）  HAW Internatinoal Inc. 公式HP，http://www.haw.co.jp/philosophy/　及び，当該開発システム「ediea」公
式HP，http://www.ediea.net/conceptを参照。
（7）  日本私立大学協会，アルカディア学報No.502，羽田貴史「大学教育はだれが担うのか 失望，危惧―中教審答申
を読んで」を参照。
（8）  読売新聞，2009年8月28日朝刊，p.34を参照。
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９．就学意欲の前提としての生の欲望
学ぶ意欲は，そもそも，一人一人の人間の生の現場，生の現実性の認識において，よりよ
く生きたいという生の欲望に相関している。その学生の心，その学生の身体，あるいは性。
生きることに必然的に作用を与える個々固有の存在と切り離して，「よりよく生きるため
に学ぶ」就学意欲というものをあたかも「どこかにある」ものとして想定することはできな
いはずだ。
生きたい，よりよく生きたい，という生の欲望にとって，知的関心や就学意欲はより上
位の欲望として位置づけられる。
アリストテレスは，人間は生まれつき知ることを欲すると述べたが，それは誰でもいつ
でもすぐにではなく，日々の生活に瀕して多忙である限り，智を愛するテオリアの境地に
は至らないと喝破している。
つまり，就学意欲の前に，まず生活そのものに向き合う労苦がある。これは端的に言え
ば，安定化することは極めて難しいものである。そうであるからこそ，大学に通学する通
路をもつことに，ほかにはない自由で有意義な学びの経験があるとも言えるのである。
そしてそこで自分や家族ではない，社会の一員としての他者に向き合うことによって，自
分自身の生の延長上に他者の生があることを学ぶ中で，自己のみならず他者からも，自分
の存在が受け止められ，肯定されあるいは時に否定されもすることを通じて，相互に認め
られうる必要があるのである。誰かに認められる自分の生に向かって挑戦できるというこ
とがなければ，生きること，学ぶこととは，なんとむなしく，さみしく，退屈なことだろう。
なぜ，今の時代の子どもたちは，自分という存在に向かって，その可能性や望みを求め
ることから身を退かせるようになってしまったのだろうか。
もしかするとわれわれは，子どもを愛しているからといって，彼らや彼女たちが傷つか
ないこと，まちがえないこと，悲しまないことを，あまりにも求めすぎているということ
はないだろうか。そのことでかえって，過度なルールや期待を押し付け，子どもたちの世
界そのものを冒してしまっているということはないのだろうか。
しなくてよい苦労や，痛み，悲しみは，確かにこの世界にたくさん存在する。それでも，
われわれはそれらに向き合い，向き合うからこそ，なお生を愛しうるのではないだろうか。
悲しみや苦しみは，いつの時代にもなくなることがない。だからこそ，生を愛し抜いて
ゆく道筋が示されねばならないのではないのか。それをこそ，その生の可能性をこそ，わ
れわれは学問という智と芸術（Arts）のうちに探し求めてきたのではなかったか。それゆ
えに，人は知を求め愛するのではないのか。
生を愛するその可能性を，その道筋と現実を自他に示し，子どもたちに示して，自他が
互いに尊敬し合い，胸を張って生きる喜びを享受することができること。その素晴らしき
生の喜びを実現するために，互いを自由にするために，学ぶ意味とその価値はあることを，
大学は子どもたちに伝えなくてはならないのではなかろうか。
たとえどんなに，いま，ここで，生きる意欲や学ぶ意欲が失われようとしているとして
も，その意味を了解し，そこから自分自身を通じてできることがあることが示されうるの
でなければ，学びというものにいったい何の価値があるといえるのだろうか。
人間の心に，生を望み，生を愛し，よりよき生の可能性を求める道筋が開けること，それ
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がたとえどんなに否定的な認識をもたらすとしても，なお，知ることから一縷の可能性が
見出されうること。その道が閉ざされてはならないのである。
おわりに
就学意欲の問題は，社会と大学と学生の三者における構造的問題であり，また，大学に
おける三位一体関係の問題である。そしてその根底にはすべての要となる個々の生の欲望
がある。就学意欲は学生の心身と教育社会構造との相関性において考えられねばならな
い。その根本にあるのは，大学の本質であり，人間の本質である。学ぶ場や学びの意味は，
生きようとする主体の本質的可能性を照らし，これに実現の道とその力を付与するからこ
そ，生まれうるのである。
この準備的研究においては，大学教育と就学意欲の前に，大学のアイデンティティとそ
の存在意義を支える構造を理解し，学修主体が就学する意味を発見する道筋の論理を明確
にしようとした。また，その相関的論理構造において主体としての学生が，就学する意味
をつかみ直すプロセスを大学生活そのものの過程ないし思考過程における知的体験のうち
に見出しうるものと考察された。
総じて，就学意欲を生み出すためには，まず，学生本人の生の欲望とその視座が当人自
身によって明確にされなくてはならない。そして，大学という学びの場は，学生に，三位一
体となって学びの可能性を実現するプロセスを与えるのでなければならない。
その際には，大学の使命であり本質である建学精神と教育理念が今一度各構成員によっ
て確かめなおされ，吟味され，自分たちの紐帯として有機的に互いを結び付ける学びの根
拠であることが自覚されなくてはならないのである。
その上で，三者の紐帯が活性される関係性の在り方を構築しながら，新たな希望とその
実現をめざして新たな取り組みをたゆみなく創造し続けることが肝要なのである。
参考資料
谷川裕稔ほか「小規模大学における学修支援」，2014年度，第20回FDフォーラム報告書
下田好行『学習意欲向上のための総合的戦略に関する研究―「活用型・探求型の教育」の
教材開発を通して―』，平成19年3月，平成18年度 科学研究費補助金基盤研究（C），研
究成果最終報告書，課題番号 17530679）
読売新聞，2016年9月30日朝刊，p.35，「学習支援が今後の課題」関連記事
読売新聞，2014年9月27日朝刊，p.11，「AO入試『合格』優先」関連記事
読売新聞，2010年1月5日朝刊，p.34，「学力考」関連記事
 （2017.8.21受稿，2017.9.5受理）
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〔抄　録〕
就学意欲の問題の根は，社会，大学，学生のあいだに横たわる構造的問題である。その改
善の方途は大学構成員の三位一体の関係においてこそ求められる。
就学意欲の前に主体としての学生の生きる意志，生の欲望が存するのであって，その逆
ではない。就学意欲は生の欲望の延長線上にあるのであって，それだけが単独的に発展し
たり減退したりするものではありえない。就学意欲の問題を考える際には，主体である学
生自身の生の欲望に着目し，学生が自覚的に自分の生の欲望を考察することを通じて，自
身固有の生の価値やその可能性に対する展望を自明化するプロセスが不可欠なのである。
大学は，建学の精神とその教育理念を紐帯とした，学生，職員，教員の三位一体の関係に
よってのみ初めてその教育価値を社会において実現しうるのであり，学生はそのような場
においてこそ，学びの知的体験を通じて，自らの生を自覚的に探究する内的動機と学びの
意義を見出しうるのである。その上で，三者の紐帯が活性される関係性の在り方を模索し
ながら，学問上の新たな希望とその実現をめざしたチャレンジを止めることなく創造し続
けることが，学生と大学の未来にとって肝要なのである。
